
令和 8年 3月

学校の働き方改革

令和7年度
ワークショップ 参考事例



校種 ページ数

小学校 ➢ P.3～

中学校・高校 ➢ P.36～

特別支援学校 ➢ P.71～

ご自身の校種のページを確認ください



時程

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



6時間目終了を15時よりも前倒し

R5年3学期の試行期間
R6年から6時間目時終了が15時前に持ち上がり
15時には完全下校を実現

日課表の見直し

例えば・・・

• 6時間目終了
15時40分 14時50分

• 掃除週1回
（水曜9:55~10:15)

• 昼休みはたっぷり遊ぶ
（12:30~13:10)

月 火 水 木 金

朝の会

1 1 1 1 1

2 2 2 2 2

自由 〇校タイム 清掃 〇校タイム 自由

3 3 3 3 3

4 4 4 4 4

給食

昼休み

5 5 5 5 5

6 6 6

8:10

8:10-8:20

8:20-9:05

9:10-9:55

9:55-10:15

10:15-11:00

11:05-11:50

11:50-12:30

12:30-13:10

13:15-14:00

14:05-14:50

勤務開始



15時5分最終下校の時程

15時完全下校が一つの目安
①月水 ②火木金

朝の準備・健康観察 8:20-8:30

1時間目 8:30-9:15

2時間目 9:20-10:05

中休み 10:05-10:25

３時間目 10:25-11:10

４時間目 11:15-12:00

給食 12:00-12:45

昼休み 12:50-13:15

５時間目 13:15-14:00

学習指導（①） 14:00-14:15 -

６時間目 14:15-15:00 14:05-14:50

学習指導（②）・清掃 - 14:50-15:00

最終下校時刻 15:05

・１時間目8:30開始
・授業間を5分



7月までは40分授業の実施

7月まで1コマ40分授業、8月以降は45分のシーズン制を導入

また、火曜～金曜日は会議を入れず先生たちの自由な時間に設定



担任制

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



チーム/教科担任制

•教科（単元）ごとに担当を決め、学年全体で授業を行う。

•左記は体育、社会、英語だが、書写/テスト/漢字な
ど、教育活動ごとの交換が可能

•単元ごとの時数など、少しの差があっても調整が可能

【ローテーション】

•左記の例のように、同教科における35程度の教
材を学年で分担し、同じ教材を用いて全クラ
スで実施する。

•授業研究や教材準備などの負担軽減と同時に、質の向上に
も繋がる

•同じ時間に全クラスが同じ教科を設定し、授
業研究や教材づくりを分担する。

•授業研究や教材づくり以外に、オリエンテーションや内容の説
明などをメイン担当が担う。

•広い教室やzoomで繋げることで、一斉に同一の説明をする
ことができる。

【合同授業】

【交換授業】



チーム/教科担任制

朝の会

体育

社会

外国語

算数

給食

国語

帰りの会

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

１組
担任

２組
担任

３組
担任

交換授業
※同一教科
の単元同士
で交換する
場合もある

教科担任制
の専科

ローテーション
で３人の担任
が各クラスを指
導

朝の会

体育

社会

外国語

算数

給食

国語

帰りの会

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

ＣＣＣ

Ｄ Ｄ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

１組
担任

２組
担任

３組
担任

種類 特長

学級担任制

・児童の様子を１日を通して観察できる(児童や保護者にとって安心)
・情報交換の時間が不要
・授業時間の柔軟な運用がしやすい
・教科横断的な授業が可能

学年(チーム)担
任制
（交換授業、
教科担任制
等）

・教材研究を担当教科に集中でき、授業の質が向上できる
・学級担任と相性が合わない児童も別の教科で活躍できる

・多様な視点で児童を指導できる
・年度途中の教員の未充足に対応しやすい
・中学校への移行がスムース

専科指導
・専門性の高い授業が可能
・教員の負担軽減の効果が特に大きい

学年(チーム)担任

朝の会

体育

社会

外国語

算数

給食

国語

帰りの会

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｄ Ｄ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ
ＣＣＣ

交換授業+教科担任制の専科+学年(チーム)担任制（イメージ図）交換授業+教科担任制の専科（イメージ図）



チーム担任制の導入



給食

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



給食ローテーションの実施

担任が週２、３回のみ

給食に入る仕組み
↓

給食に入らない日は会議等実施



校内研究

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



校内研究/研修観の転換

往還

往還

相似形

子どもが育ち、教職員が育つ学校



校内研究/研修観の転換

指導案と研究授業の
廃止

年間を通し、全学年
の授業を参観し合う

スタイルへ

がっつり型
ちょこちょこ型へ



テスト

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



定期的な試験から単元ごとの試験へ変更

定期試験を廃止 ⇒ 単元テスト
※テストの形式
（購入or手作orICT等各教科で検討）

※掃除の時間をカットして実施



宿題

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



学年に応じた内容の見直し

宿題 ⇒ 学年ごとに目的・内容を設定

低学年
⇒目的：学習習慣を身に着ける

内容：楽しめる出し方、を工夫
    （例：音読は「たぬき役」を児童、それ以外は保護者に頼もう）

中学年 以降
⇒目的：自主性を養う
 内容：「自分で選ぶ」部分を増やす
 （例：学習アプリ・ドリル好きな方を選ぶ、

進めるペースも本人が決める）



クラブ活動

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



複数のクラブを統合し、再編成※中学校の事例

活動の似ているクラブ(例は、部活動)を統合し、
複数担当制にする

子どもは、
いろんな活動を

年間を通じて体験できる

活動

教職員は持ち回りで
指導



行事

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



運動会から「運動フェス」への見直し※中学校の事例

☆豊かなスポーツライフ

・体育の授業成果を活かす

・生徒が種目を選んで出場
・準備負担を減らす
・運営は代表委員会
・審判は生徒と地域の方
・教師は

笑顔で見守る行事



行事を通じて、企画・運営力を育成※中学校の事例

行事を子どもが、
計画・運営することを重視

運動会 合唱祭
子どもが決めること

• 種目決め
• スローガン決め
• Tシャツ作成

子どもが決めること
• 形式

(コンクールor発表のみ？）

• 練習計画
• 当日の運営の役割



「委ねる」には段階がある

1学期

4月 5月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２学期 ３学期

単元で委ねる

子ども主語の学び

１コマで委ねる

子ども主語の学び

複数教科
学年合同
異学年 など

部分で委ねる

子ども主語の学び

子どもの成長を信じて、委ねる

子どもと
共に学ぶ

子どもと
共に創る

バイアスを手放し、小さく試してみる



その他
（保護者対応）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



保護者ボランティアに協力を呼び掛ける

保護者ボランティアを募集するアプリ活用

• クラスの保護者に加え、
異学年の保護者にも呼び掛ける

• 活動例
✓ トイレ掃除
✓ １年生給食準備
✓ 花壇清掃
✓ 家庭科のミシン
✓ 読み聞かせ



その他
（ICT活用）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



校務の整理・効率化・省力化※特別支援学校の事例

• 分掌名を入力する       

学校における分掌や委員会などを記載する

• 分掌業務の分類・内容を入力する ：

各分掌で1年間「どのような業務があるか？」を分担できるレベルで記載する

• 引継ぎ/前年度資料を入力する  
業務を進める上での「ポイント」「確認を要する資料」を記載・リンクを添付する

１

２

３

# 業務の担当区分 業務の分類と内容 業務量 参考情報 来年度に向けて

部門 所属 分掌等 業務分類 業務内容（※1セル1業務とする） 4月 5月 年度計 業務量の備考 補足事項（任意） 前年度のデータ（URL） 反省・改善点※年度内更新可

1 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 週時程等の確認、周知 ★ 1 第1週 教務部\週時程\R6\作業

2 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 個別支援計画等教務作成書類の周知 ★ 1 第1週 教務部\個別支援計画\R6

3 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 週案の書式周知、管理 ★★ 2 第1週 教務部\週案\書式

4 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 行事等の授業変更周知 ★★ 2 第1週 前年度のうちに概ね見込みを作成する教務部\通知\行事

5 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 授業時数管理のためのグループ主任との連携 ★★ 2 第1週 年度初めに早めに提示する教務部\時数

6 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 教務作成書類の回収、確認 ★★ 2 第2週 教務部フォルダ

7 肢体 高等部 分掌-教務 行事 個人面談お知らせ及びアンケート作成 ★ 1 第1週 アンケート等のフォーマットを確立する教務部\通知\個人面談

8 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程PT 令和８年度届け出資料の見込み作成 3 第3週 PTを立ち上げる見込みで、係分担する教務部\届け出資料\R8年度

9 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程PT 令和９年度届け出資料の見込み作成 3 第3週 PTを立ち上げる見込みで、係分担する教務部\届け出資料\R9年度

10 肢体 中学部 分掌-教務 庶務 防災・防犯研修の実施 ★★ 2 作成は前年度に済んでいるので確認のみ教務部\研修\防災防犯

11 肢体 中学部 分掌-教務 庶務 防災・防犯訓練の提案・実施 ★★ ★★ 24 月1回 ※周知資料は前年度に作成しておく教務部\研修\防災防犯

１ ２ ３

帳票イメージ（入力用シート）

校務分掌業務を共有ファイルで整理



働きやすさ(休暇取得、環境等)

分類 取り組み例

環境改善 • 職員室の環境改善（フリーアドレス化など）
• 備品や空き教室の整理整頓
• 餌やりや花壇の水やり自動化

勤務体系に関する制度や
ルール整備

• フレックスタイムの導入
• 定時退校日の設定
• 管理職による施錠（退勤時間の上限設定）

外部人材の活用 • 保護者・地域ボランティアの協力

校務のICT化 • 会議資料やお便りのペーパレス化
• 欠席連絡やアンケートのフォーム化
• 掲示物の精選やモニター活用

その他の改善（周辺業務） • 会議の精選
• 部会・委員会の運営効率化
• 分掌業務の見直し（統廃合など）
• 配布チラシの削減（チラシボックスの設置）



その他
（職員室環境）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



職員室内に対話スペースを作る※中学校の事例



その他
（勤務時間）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



時差出勤の施行※高校の事例



会議の精選/見直し

議論
（アイデア出
し）

決定

共有
（報告）

共有・すり合わせに多く
の時間がかかる

時間がなく結局
一部の人で決めている

質問や意見表明で多く
価値のある議論に
なりにくい

共有時間は短くし
価値ある時間を増やす

先生たち自身で決
める場へ

本当に話したいことを
思いをもって
議論する場へ

議論
（アイデア出
し）

決定

共有
（報告）

会議における、時間配分の見直し



時程

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



17時完全下校の実現
週28コマをベースに

部活動も週3回16:45に終了とすることで17時完全下校



放課後の活動時間を部活動含め見直し
週28コマをベースに時程を組み立て、部活動も週3回70分で17時完全下校

放課後活動は部活動を含めて週3回で最大でも70分



放課後は曜日によって異なる活動を実施
週28コマをベースに時程を組み立て、部活動も週3回70分で17時完全下校



担任制

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



チーム/教科担任制

•教科（単元）ごとに担当を決め、学年全体で授業を行う。
•左記は体育、社会、英語だが、書写/テスト/漢字など、教育
活動ごとの交換が可能

•単元ごとの時数など、少しの差があっても調整が可能

【ローテーション】

•左記の例のように、同教科における35程度の教材を学年で
分担し、同じ教材を用いて全クラスで実施する。

•授業研究や教材準備などの負担軽減と同時に、質の向上に
も繋がる

•同じ時間に全クラスが同じ教科を設定し、授業研究や教材づ
くりを分担する。

•授業研究や教材づくり以外に、オリエンテーションや内容の説
明などをメイン担当が担う。

•広い教室やzoomで繋げることで、一斉に同一の説明をする
ことができる。

【合同授業】

【交換授業】



チーム/教科担任制

朝の会

体育

社会

外国語

算数

給食

国語

帰りの会

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

１組
担任

２組
担任

３組
担任

交換授業
※同一教科
の単元同士
で交換する
場合もある

教科担任制
の専科

ローテーション
で３人の担任
が各クラスを指
導

朝の会

体育

社会

外国語

算数

給食

国語

帰りの会

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

ＣＣＣ

Ｄ Ｄ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

１組
担任

２組
担任

３組
担任

種類 特長

学級担任制

・児童の様子を１日を通して観察できる(児童や保護者にとって安心)
・情報交換の時間が不要
・授業時間の柔軟な運用がしやすい
・教科横断的な授業が可能

学年(チーム)担
任制
（交換授業、
教科担任制
等）

・教材研究を担当教科に集中でき、授業の質が向上できる
・学級担任と相性が合わない児童も別の教科で活躍できる
・多様な視点で児童を指導できる
・年度途中の教員の未充足に対応しやすい
・中学校への移行がスムース

専科指導
・専門性の高い授業が可能
・教員の負担軽減の効果が特に大きい

学年(チーム)担任

朝の会

体育

社会

外国語

算数

給食

国語

帰りの会

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｄ Ｄ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ
ＣＣＣ

交換授業+教科担任制の専科+学年(チーム)担任制（イメージ図）交換授業+教科担任制の専科（イメージ図）



給食

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



給食ローテーションの実施

担任が週２、３回のみ

給食に入る仕組み
↓

給食に入らない日は会議等実施



校内研究

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



校内研究/研修観の転換

往還

往還

相似形

子どもが育ち、教職員が育つ学校



校内研究/研修観の転換

指導案と研究授業の
廃止

年間を通し、全学年
の授業を参観し合う

スタイルへ

がっつり型
ちょこちょこ型へ



テスト

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



定期的な試験から単元ごとの試験へ変更

定期試験を廃止 ⇒ 単元テスト
※テストの形式
（購入or手作orICT等各教科で検討）

※掃除の時間をカットして実施



宿題

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



宿題のリデザイン

宿題 ⇒ 目的を踏まえ、出し方を見直す

宿題の目的
自身で計画を立てて、
主体的に学ぶ姿勢を育てる

宿題の出し方
・1か月先等、遠めの期日を設定して

進め方は生徒に任せる
・ゆくゆくは宿題を完全に廃止を目指す



部活動

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



2年かけた部活動全体の見直し

2023年 2024年

時間

頻度

顧問制

地域クラブ
推奨

平日30分減
夏80分、冬30分

平日1日減・休日上限
週3日＋休日月3回

部活動を4グループに
再編。複数顧問制へ

HP発信や入学説明会で
説明

生徒の声を踏まえ
夏70分・冬40分へ

休日上限を月2回までに

屋内外で
2グループへ再編

23年の取組
＋保護者説明会



生徒の声から回数・時間を変更

地域クラブとの連携

地域

クラブ



部活動のリデザイン（チーム顧問制）



練習方法の見直し
サッカー部

実施した練習方法：

• **インターバルトレーニング（HIIT）**を導入し、全体の練習
時間を削減

• 従来の長時間のランニングやボール練習を短縮
• ミニゲーム（小さなグループでの試合形式）を中心に、試合に
即した技術練習を強化
無駄な体力消耗を避け、実戦に近い形での練習を実施

•結果：
• 練習時間は週15時間ほど減少
1回あたりの練習時間も大幅に短縮

• 試合での成績はインターハイ出場という結果

生徒たちのパフォーマンス向上と集中力の強化が確認され、
体力や技術の向上が顕著に見られました



行事

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



運動会から「運動フェス」への見直し

☆豊かなスポーツライフ

・体育の授業成果を活かす

・生徒が種目を選んで出場
・準備負担を減らす
・運営は代表委員会
・審判は生徒と地域の方
・教師は

笑顔で見守る行事



行事を通じて、企画・運営力を育成

行事を子どもが、
計画・運営することを重視

運動会 合唱祭
子どもが決めること

• 種目決め
• スローガン決め
• Tシャツ作成

子どもが決めること
• 形式

(コンクールor発表のみ？）

• 練習計画
• 当日の運営の役割



「委ねる」には段階がある

1学期

4月 5月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２学期 ３学期

単元で委ねる

子ども主語の学び

１コマで委ねる

子ども主語の学び

複数教科
学年合同
異学年 など

部分で委ねる

子ども主語の学び

子どもの成長を信じて、委ねる

子どもと
共に学ぶ

子どもと
共に創る

バイアスを手放し、小さく試してみる



その他
（保護者対応）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



保護者ボランティアに協力を呼び掛ける

保護者ボランティアを募集するアプリ活用

• クラスの保護者に加え、
異学年の保護者にも呼び掛ける

• 活動例
✓ トイレ掃除
✓ 花壇清掃
✓ 家庭科のミシン



その他
（ICT活用）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



校務の整理・効率化・省力化 ※特別支援学校の事例

• 分掌名を入力する       

学校における分掌や委員会などを記載する

• 分掌業務の分類・内容を入力する ：

各分掌で1年間「どのような業務があるか？」を分担できるレベルで記載する

• 引継ぎ/前年度資料を入力する  
業務を進める上での「ポイント」「確認を要する資料」を記載・リンクを添付する

１

２

３

# 業務の担当区分 業務の分類と内容 業務量 参考情報 来年度に向けて

部門 所属 分掌等 業務分類 業務内容（※1セル1業務とする） 4月 5月 年度計 業務量の備考 補足事項（任意） 前年度のデータ（URL） 反省・改善点※年度内更新可

1 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 週時程等の確認、周知 ★ 1 第1週 教務部\週時程\R6\作業

2 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 個別支援計画等教務作成書類の周知 ★ 1 第1週 教務部\個別支援計画\R6

3 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 週案の書式周知、管理 ★★ 2 第1週 教務部\週案\書式

4 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 行事等の授業変更周知 ★★ 2 第1週 前年度のうちに概ね見込みを作成する教務部\通知\行事

5 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 授業時数管理のためのグループ主任との連携 ★★ 2 第1週 年度初めに早めに提示する教務部\時数

6 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 教務作成書類の回収、確認 ★★ 2 第2週 教務部フォルダ

7 肢体 高等部 分掌-教務 行事 個人面談お知らせ及びアンケート作成 ★ 1 第1週 アンケート等のフォーマットを確立する教務部\通知\個人面談

8 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程PT 令和８年度届け出資料の見込み作成 3 第3週 PTを立ち上げる見込みで、係分担する教務部\届け出資料\R8年度

9 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程PT 令和９年度届け出資料の見込み作成 3 第3週 PTを立ち上げる見込みで、係分担する教務部\届け出資料\R9年度

10 肢体 中学部 分掌-教務 庶務 防災・防犯研修の実施 ★★ 2 作成は前年度に済んでいるので確認のみ教務部\研修\防災防犯

11 肢体 中学部 分掌-教務 庶務 防災・防犯訓練の提案・実施 ★★ ★★ 24 月1回 ※周知資料は前年度に作成しておく教務部\研修\防災防犯

１ ２ ３

帳票イメージ（入力用シート）

校務分掌業務を共有ファイルで整理



働きやすさ(休暇取得、環境等)

分類 取り組み例

環境改善 • 職員室の環境改善（フリーアドレス化など）
• 備品や空き教室の整理整頓
• 餌やりや花壇の水やり自動化

勤務体系に関する制度や
ルール整備

• フレックスタイムの導入
• 定時退校日の設定
• 管理職による施錠（退勤時間の上限設定）

外部人材の活用 • 保護者・地域ボランティアの協力

校務のICT化 • 会議資料やお便りのペーパレス化
• 欠席連絡やアンケートのフォーム化
• 掲示物の精選やモニター活用

その他の改善（周辺業務） • 会議の精選
• 部会・委員会の運営効率化
• 分掌業務の見直し（統廃合など）
• 配布チラシの削減（チラシボックスの設置）



その他
（職員室環境）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



職員室内に対話スペースを作る



その他
（勤務時間）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



時差出勤の施行



会議の精選/見直し

議論
（アイデア出
し）

決定

共有
（報告）

共有・すり合わせに多く
の時間がかかる

時間がなく結局
一部の人で決めている

質問や意見表明で多く
価値のある議論に
なりにくい

共有時間は短くし
価値ある時間を増やす

先生たち自身で決
める場へ

本当に話したいことを
思いをもって
議論する場へ

議論
（アイデア出
し）

決定

共有
（報告）

会議における、時間配分の見直し



全校改革の試み

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



例①：先生方の「やりたい施策」を意見出し



例②：学部を跨いで全校の見直し

今年度の取り組みは？



例③：働き方の見直しを進める



時程

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



ジョブタイムの実現

授業実施時間内に「ジョブタイム」を確保

• 授業実施時間内に、自分の業務を行うための時間
• 1人につき週1時間（学部主任は2時間）を確保

ジョブタイム、とは？

月 火 水 木 金

1 朝の会

2

作業

生活
単元学習
（制作）

作業

生活単元学
習（制作）

自立
活動

3 自立活動
（歩行）

保健体育

4 自立
活動

給食 給食・昼休み

5

音楽

自立
活動

自立
活動

自立
活動

ー
6 学級

活動
日常生活の
指導

日常生活の
指導

保健担当は
ジョブタイム

音楽担当は
ジョブタイム



担任制・チーム制

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



職員室の掲示板で、応援の募集・手上げをします

学部を超え、毎日「応援」を募集・実施

応援募集

応援可能

小学部 中学部
1年 1年2年 3年 4年 5年 6年 2年 3年

2人 1人

１人 1人 1人

中学部2年生に人手が足りなさそう
今日は応援に入ろう！

小学部5年生担当



校内研究

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



校内研究/研修観の転換

往還

往還

相似形

子どもが育ち、教職員が育つ学校



校内研究/研修観の転換

指導案と研究授業の
廃止

年間を通し、全学年
の授業を参観し合う

スタイルへ

がっつり型
ちょこちょこ型へ



【参考】部活動

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



2年かけた部活動全体の見直し※通級の事例

2023年 2024年

時間

頻度

顧問制

地域クラブ
推奨

平日30分減
夏80分、冬30分

平日1日減・休日上限
週3日＋休日月3回

部活動を4グループに
再編。複数顧問制へ

HP発信や入学説明会で
説明

生徒の声を踏まえ
夏70分・冬40分へ

休日上限を月2回までに

屋内外で
2グループへ再編

23年の取組
＋保護者説明会



生徒の声から回数・時間を変更※通級の事例

地域クラブとの連携

地域

クラブ



チーム顧問制※通級の事例



行事

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



運動会から「運動フェス」への見直し※通級の事例

目的を踏まえて、活動を見直す

・体育の授業成果を活かす

・生徒が種目を選んで出場
・準備負担を減らす
・運営は代表委員会
・審判は生徒と地域の方
・教師は

笑顔で見守る行事



「委ねる」には段階がある

1学期

4月 5月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２学期 ３学期

単元で委ねる

子ども主語の学び

１コマで委ねる

子ども主語の学び

複数教科
学年合同
異学年 など

部分で委ねる

子ども主語の学び

子どもの成長を信じて、委ねる

子どもと
共に学ぶ

子どもと
共に創る

バイアスを手放し、小さく試してみる



その他
（保護者対応）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



保護者ボランティアに協力を呼び掛ける

保護者ボランティアを募集するアプリ活用

• クラスの保護者に加え、
異学年の保護者にも呼び掛ける

• 活動例
✓ トイレ掃除
✓ 花壇清掃
✓ 家庭科のミシン



その他
（ICT活用）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



校務の整理・効率化・省力化

• 分掌名を入力する       

学校における分掌や委員会などを記載する

• 分掌業務の分類・内容を入力する ：

各分掌で1年間「どのような業務があるか？」を分担できるレベルで記載する

• 引継ぎ/前年度資料を入力する  
業務を進める上での「ポイント」「確認を要する資料」を記載・リンクを添付する

１

２

３

# 業務の担当区分 業務の分類と内容 業務量 参考情報 来年度に向けて

部門 所属 分掌等 業務分類 業務内容（※1セル1業務とする） 4月 5月 年度計 業務量の備考 補足事項（任意） 前年度のデータ（URL） 反省・改善点※年度内更新可

1 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 週時程等の確認、周知 ★ 1 第1週 教務部\週時程\R6\作業

2 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 個別支援計画等教務作成書類の周知 ★ 1 第1週 教務部\個別支援計画\R6

3 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 週案の書式周知、管理 ★★ 2 第1週 教務部\週案\書式

4 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 行事等の授業変更周知 ★★ 2 第1週 前年度のうちに概ね見込みを作成する教務部\通知\行事

5 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 授業時数管理のためのグループ主任との連携 ★★ 2 第1週 年度初めに早めに提示する教務部\時数

6 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程管理 教務作成書類の回収、確認 ★★ 2 第2週 教務部フォルダ

7 肢体 高等部 分掌-教務 行事 個人面談お知らせ及びアンケート作成 ★ 1 第1週 アンケート等のフォーマットを確立する教務部\通知\個人面談

8 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程PT 令和８年度届け出資料の見込み作成 3 第3週 PTを立ち上げる見込みで、係分担する教務部\届け出資料\R8年度

9 肢体 高等部 分掌-教務 教育課程PT 令和９年度届け出資料の見込み作成 3 第3週 PTを立ち上げる見込みで、係分担する教務部\届け出資料\R9年度

10 肢体 中学部 分掌-教務 庶務 防災・防犯研修の実施 ★★ 2 作成は前年度に済んでいるので確認のみ教務部\研修\防災防犯

11 肢体 中学部 分掌-教務 庶務 防災・防犯訓練の提案・実施 ★★ ★★ 24 月1回 ※周知資料は前年度に作成しておく教務部\研修\防災防犯

１ ２ ３

帳票イメージ（入力用シート）

校務分掌業務を共有ファイルで整理



働きやすさ(休暇取得、環境等)

分類 取り組み例

環境改善 • 職員室の環境改善（フリーアドレス化など）
• 備品や空き教室の整理整頓
• 餌やりや花壇の水やり自動化

勤務体系に関する制度や
ルール整備

• フレックスタイムの導入
• 定時退校日の設定
• 管理職による施錠（退勤時間の上限設定）

外部人材の活用 • 保護者・地域ボランティアの協力

校務のICT化 • 会議資料やお便りのペーパレス化
• 欠席連絡やアンケートのフォーム化
• 掲示物の精選やモニター活用

その他の改善（周辺業務） • 会議の精選
• 部会・委員会の運営効率化
• 分掌業務の見直し（統廃合など）
• 配布チラシの削減（チラシボックスの設置）



その他
（職員室環境）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



職員室内に対話スペースを作る※通級の事例



その他
（勤務時間）

小学校 中学校 高校
特別支援
学校



時差出勤の施行



会議の精選/見直し

議論
（アイデア出
し）

決定

共有
（報告）

共有・すり合わせに多く
の時間がかかる

時間がなく結局
一部の人で決めている

質問や意見表明で多く
価値のある議論に
なりにくい

共有時間は短くし
価値ある時間を増やす

先生たち自身で決
める場へ

本当に話したいことを
思いをもって
議論する場へ

議論
（アイデア出
し）

決定

共有
（報告）

会議における、時間配分の見直し
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